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二
〇
二
三
年
一
一
月
二
三
日
、
第
五
三
回
司
法
制
度
研
究
集
会
が
主
婦
会
館
プ

ラ
ザ
エ
フ（
東
京
・
四
谷
）に
て
リ
ア
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ
た
。
主

催
は
日
本
民
主
法
律
家
協
会
、
共
催
は
青
年
法
律
家
協
会
弁
護
士
学
者
合
同
部
会
、

自
由
法
曹
団
と
し
、
協
賛
は
全
司
法
労
働
組
合
。
当
日
は
、
リ
ア
ル
で
五
五
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
七
七
名
の
合
計
一
三
二
名
の
参
加
を
得
た
。

　

司
法
を
め
ぐ
る
「
病
理
」
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
司
研
集
会
で
取

り
上
げ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
司
法
が
国
や
大
企
業
の
権
力
に
追
随
し
お
墨
付
き

を
与
え
る
だ
け
の
機
関
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
た
い
と
い
う
切
実
な
要

望
を
受
け
て
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
病
理
の
一
つ
に
「
司
法
の
独
立
」
の
侵
害
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
来
、
司
法（
裁
判
所
）に
は
、
内
閣
や
国
会
か
ら
独
立
し
て
、
抑

制
と
均
衡
の
も
と
に
、
権
力
の
濫
用
や
暴
走
を
防
ぎ
、
国
民
の
権
利
と
自
由
を

保
障
す
る
砦
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
司
法
を
担
う
裁
判
所
と
り
わ
け
最
高
裁
判
所
が
、
行
政
と
癒
着
し
、

社
会
の
あ
り
方
を
ゆ
が
め
て
い
る
実
態
が
、
近
時
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の

司
研
集
会
で
は
、
こ
の
実
例
を
取
り
上
げ
て
、「
司
法
の
独
立
」
の
側
面
か
ら
、
あ

ら
た
め
て
討
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
事
例
の
一
つ
は
、「
大
阪
空
港
訴
訟
」
最
高
裁
判
決（
一
九
八
一
年
）を
前
に
、

法
務
省
の
意
向
を
受
け
た
元
最
高
裁
長
官
村
上
朝
一
氏
か
ら
最
高
裁
へ
な
さ
れ
た

裁
判
介
入
で
あ
る
。
当
時
最
高
裁
判
事
を
務
め
て
い
た
團
藤
重
光
氏
の
ノ
ー
ト
か

ら
、
こ
の
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
佐
藤
岩
夫
東
大
特
任
教
授
は
、
こ
の
介
入

の
背
景
に
は
司
法
に
お
け
る
統
治
機
構
の
一
部
と
し
て
の
意
識
の
強
さ
が
あ
る

と
指
摘
し
、
こ
の
変
革
の
た
め
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
職
業
的
背
景
の
多
様
性
を
拡

大
す
べ
き
と
説
く
。
本
訴
訟
の
代
理
人
を
務
め
た
松
森
彬
弁
護
士
は
、
不
当
な

介
入
に
は
弁
護
士
や
市
民
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
強
調
す
る
。

　

事
例
の
二
つ
目
は
、
最
高
裁
判
事
と
巨
大
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
と
の
癒
着
の
問
題
で

あ
る
。
最
高
裁
判
事
に
任
命
さ
れ
る
弁
護
士
の
所
属
先
あ
る
い
は
退
職
後
の
再
就

職
先
が
巨
大
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
巨
大
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
は
、

企
業
法
務
に
特
化
し
た
法
務
活
動
を
行
い
、
そ
れ
だ
け
に
経
済
界
、
さ
ら
に
政
官

界
と
の
関
係
も
深
い
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
後
藤
秀
典
氏
は
、
最
高
裁
、
国
、
東

電
、
巨
大
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
「
蜜
月
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
原
発
訴

訟
の
代
理
人
の
南
雲
芳
夫
弁
護
士
は
、
原
発
訴
訟
最
高
裁
判
決
の
問
題
点
と
そ
の

審
理
の
中
で
提
出
さ
れ
た
元
最
高
裁
判
事
の
意
見
書
の
問
題
点
を
解
説
し
た
。

　

事
例
の
三
つ
目
は
、
国
鉄
分
割
民
営
化
を
推
進
す
る
政
府
が
、
国
鉄
法
務
部
に

最
高
裁
調
査
官
を
事
実
上
出
向
さ
せ
、
政
府
・
国
鉄
・
司
法
が
一
体
と
な
っ
て
大

量
人
員
削
減
プ
ラ
ン（
国
鉄
改
革
法
）を
作
っ
て
い
た
問
題
で
あ
る
。
鵜
飼
良
昭
弁

護
士
は
、
政
府
・
国
鉄
・
裁
判
所
が
一
体
と
な
っ
て
国
家
的
な
不
当
労
働
行
為
が

推
進
さ
れ
た
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
う
し
た
司
法
の
独
立
の
未
確
立
・
脆
弱
化
の
理
由
に
つ
い
て
、
日
民
協
司
法

制
度
委
員
会
委
員
長
の
新
屋
達
之
福
岡
大
教
授
は
、
明
治
期
以
降
の
歴
史
的
経
緯

や
日
本
に
お
け
る
公
私
概
念
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
分
析
を
加
え
て
い
る
。

　

司
法
の
独
立
を
は
じ
め
と
す
る
「
病
理
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
司
研
集

会
で
継
続
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
。
あ
と
は
根
治
の
た
め
の
「
処
方
箋
」
づ
く
り

で
あ
る
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。
今
特
集
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
司
法
の
独
立

を
め
ぐ
る
問
題
点
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後
、
司
法
を
ど
う
「
再
生
」

さ
せ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
改
革
案
が
あ
り
う
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
行
動
に
移

し
て
い
き
た
い
。

 

（
日
本
民
主
法
律
家
協
会
事
務
局
長
　
大
山
勇
一
）

い
ま
改
め
て
司
法
の
独
立
を
考
え
る

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
第
53
回
司
法
制
度
研
究
集
会
か
ら
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